
学位論文の審査結果の要旨 

 

論文題目「Molecular Engineering of Nanostructured Organic Semiconductors for 

Organic Solar Cells」に関し、ファイバー機能工学講座における審査基準に従って審査を

行った。これまでに申請者の得た研究成果は、講座審査基準を満たす 4 報の学術誌に掲載

済みである。さらに、提出された審査学位論文が発表済み論文に従って記述されているこ

とを予備審査において確認した。本審査では、審査学位論文の内容に関し外部審査委員で

ある東京工業大学 小西准教授を含む５名の審査委員で審査を行った。論文審査では、緒

言および結言に関する記載不足の指摘を受け修正を行った。平成 27 年 1 月 26 日最終試験

として論文内容に関する発表と審査委員からの質疑応答を行い、論文内容に関する詳細な

審査を行った。有機半導体が形成するナノ構造体の構造解析および博士課程における独自

性などに関し審査委員からの質問を受け議論を展開した。幾つかの質問に関し最終試験で

は十分な回答が得られなかったことから、後日追加の議論を行った。 

 本論文は、有機半導体合成から太陽電池特性評価まで一貫した研究を展開しており、審

査員から高い評価を得ることができた。より詳細な解析が必要な成果も含まれるが、材料

構造・物性・デバイス性能に関する研究を展開できていることから、審査員全員から申請

者が大学院修了者としての学力を有し審査論文は学位論文として認められると評価された。 
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